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1. ま え が さ

本研究では重量機器等の耐震措置として非常に有効で

ある積層ゴムを用いた免震支持装置を開発,研究してお

り,前報1)･2)では10ton用実大免震支持装置の予備的な

免震性能の解析,積層ゴムの設計法そして基本特性実験

の結果について報告した.本報告では,寸法縮尺比0.44

なる縮尺モデルを四体製作し,これらにより支持した縮

尺機器モデルの振動実験について述べる.

2. 実験モデルと相似則

前報で報告した10ton用実大免震支持装置および被

支持体 (機器モデル)をプロトタイプとし,寸法縮尺比

を0.44とした場合の縮小免震支持装置および機器モデ

ルを設計,製作した.表1に代表的な諸定数の相似則を

示す.積層ゴムは天然ゴム系のゴムを使用し,ゴム厚1.

表1 代表的な諸定数の相似則

~Prototype ScaleMode1

Massofequlpment 40000kg 3300kg

Naturalfrequencyofequlpment 2.53Hz 5.75Hz

Naturalfrequencyof 0.47Hz 1.13Hz

図1 梓層ゴム
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1mm,鉄板厚0.8mm,直径85.8mm,層数53であり,

図1に実大10ton用積層ゴムと比較して示す.蘇,横の

長さの比が実大モデルに比較して大きいのは,接着層の

厚さの影響である.被支持体 (機器モデル)としては,

-質点系の構造物を考え,相似則よりその質量等を決定

した.

図2に免震支持装置四体を振動台上に設置したところ

を示す.また図3に免震支持された機轟モデルを示す.

製作した機器モデル自体の有する減衰は非常に小さい

ことが予想されたので,オイルダンパを機器モデル基部

に設けて臨界減衰比が3%程度になるよう調整した (図

表2 プロトタイプと縮尺モデルとの比較

Prototype ScaleModel

length lp 1m=0.441p

time tp tふ=0.44tp

freq. fp fm=fp′0.44

mass mp rrh-(0.44)amp-

図2 振動台上の免震支持装置
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